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人権啓発シリーズ
～女性の人権について～

　【性別に関係なく自分らしく、
　　　　　　安心して暮らすことができる社会へ】

　家庭で家事や育児を『女性だから』と決めつけず家族が
ともに責任を果たすことで、家族みんなが暮らしやすい環
境が生まれます。
　職場や地域でも、『男性のほうが』と決めつけず能力や
意欲に合った仕事をすることで、みんながいきいきと活躍
できる環境が生まれます。少し意識を変えるだけで、性別
にかかわらず、自分らしく安心して暮らすことができる社
会が実現するのです。

花菖蒲に魅せられて…

　ふれあいの里公園内の日本庭園に、約
2,000株もの花菖蒲が植えられています。
５月中旬ごろからだんだんとつぼみが開
き、白や紫などの花を鮮やかに咲かせま
す。訪れた人々を魅了する花菖蒲をぜひ
ご覧ください。
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